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籾
春
の
ご
あ

い
さ

つ

女
性
部
会
長

森

　

里

枝

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
女
性
部
会
発
足
二
十
五
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

歴
代
の
会
長
様
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
の
ご
苦
労
の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
二
月
に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
今
な
お
続
い
て
お
り
、

大
変
心
痛
む
毎
日
で
す
。
世
界
中
の
人
々
が
平

和
を
唱
え
る
中
、　
一
日
も
早
い
終
結
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
第
八
波
ま

で
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す
が
、

昨
年
も
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
や
安
全
面
を
考
慮

し
な
が
ら
、
各
委
員
会
を
開
催
し
、
租
税
教
室
や

除
草
作
業
、
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

に
福
祉
施
設

へ
タ
オ
ル
の
寄
贈
等
を
実
施
し
、
そ

し
て
、
三
年
ぶ
り
の
研
修
旅
行
も
無
事
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
ご
協
力
の
お
蔭
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
界
は
、
今
な
お
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
二
つ
の
世
界
的
な
大
問
題
が
、

国
際
為
替
、
物
価
、
防
衛
問
題
に
ま
で
大
き
く
影

響
し
、
過
去
に
な
い
多
く
の
課
題
を
抱
え
た
ま
ま
、

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
女
性
部
会
は
、
地
域
社
会

ヘ

の
貢
献
と
、
少
し
で
も
活
動
の
幅
を
広
め
て
い
く

た
め
に
、
環
境
問
題
対
策
の
た
め
の
食
品
ロ
ス
ヘ

の
取
り
組
み
と
、
新
規
会
員
の
募
集
を
目
標
と
し
、

今
年
も

「会
員
相
互
の
絆
を
深
め
、
互
い
に
学
び

合
い
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
努
め
る
」
を
念
頭

に
、
皆
様
と

一
緒
に
事
業
活
軸
を
積
極
的
に
参
画

し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、　
一
歩
ず

つ
で
も
、
今
年
の
千
支
の
よ
う
に
、
元
気
に
飛
躍

し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
今
年
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
時
代
の
変
革
期
を
迎
え
て
」

小
松
税
務
署
長

上
田
　
利
男

小
松
法
人
会
女
性
部
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
御
理

解
と
多
大
な
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

こ
数
年
来
の
会
活
動
の

一
部
が
制
限
さ
れ
る
中
に

お
い
て
、
皆
様
方
に
は
継
続
し
て
、
次
代
を
担
う
小
学

生
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た
め

の

「租
税
教
室
」
の
開
催
な
ど
の
税
の
啓
発
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
「道
路
等
の
清
掃
作
業
」
、
「福
祉
施
設

へ
の
物

品
の
寄
付
」
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動

へ
の
献
身
的
な
取
組
に
つ
き
ま
し
て
も
、
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
異

常
気
象
と
り
わ
け
大
雨
に
よ
る
災
害
の
発
生
な
ど
予
想

も
し
な
か

っ
た
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

存
在
感
を
示
し
て
い
た
の
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル

・

ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス
）
で
し
た
。
刻
々
と

移
り
変
わ
る
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
映
し
出
す
様
子

を
見
て
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
変
化
し
た
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

こ
の
様
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
日
常
に
浸
透
し
た
社
会
に
お
い

て
は
、
国
税
当
局
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ

ル
の
活
用
の
推
進
は
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
り
、
納
税

者
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と
し
た

「税
務
手
続

の
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
更
に
進
め
、
納
税
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

間
も
な
く
令
和
四
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。
国
税
当
局
で
は
、
自
動
計
算

・
自

動
入
力
機
能
が
あ
る

「国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
御
自
宅
か
ら

ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
を
送
信
で
き
る

「
ス
マ
ホ
申
告
」
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
申
告
だ
け
で
な
く
、
チ
ャ

ッ
ト
ボ

ッ
ト
に
よ
る
税
務
相
談
や
新
し
く
利
用
可
能
と

な

っ
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
な
ど
の
キ
ャ
ツ
シ
ュ
レ
ス

納
付
も
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
い
つ

で
も
気
軽
に
申
告

・
納
税
の
手
続
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
御
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
え
て
、
本
年
十
月
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

（適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
が
導
入
さ
れ
、
消
費
税
の
申

告
に
お
い
て
大
き
な
変
化
の
年
と
な
り
ま
す
。
十
月

一

日
に
登
録
事
業
者
と
な
る
た
め
に
は
、
二
月
三
十

一
日

が
登
録
の
申
請
期
限
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
納
税
者
の

皆
様
が
円
滑
に
登
録
申
請
や
準
備
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
引
き
続
き
丁
寧
な
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
小
松
法
人
会
女
性
部
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
穏
や

か
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和4年分 申告所得税・復興特別所得税及び消費税・地方消費税

(個人事業者)の申告と納税は正しくお早めに

4月 24日 (月 )

●申告と納付の期限は

3月 15日 (水 )

●振替利用者の振替納付日

申告所得税及び復興特別所得税の場合

3月 31日 (金 )

4月 27日 (本 )

●振替利用者の振替納付日

●申告と納付の期限は

消費税及び地方消費税の場合
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小
松
税
務
署
長
語
演
会

及
び

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

令
和
４
年
３
月

１７
日

（木
）
大
竹
回
小
松
税

務
署
長
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
「税
務
署
に
行

か
な
く
て
い
い
ん
で
す
」
と
題
し
て
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
経
済
社
会

の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
展
に
よ
る
税
務
行
政

の
将
来
像
に

つ

い
て
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の

影
響

で
、
行
動
制
限
が
さ
れ
て
い
る
中
、
心
と

体
を
癒
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
マ
ン

ド
リ
ン
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

金
沢
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
所
属
の
女

性
部
会
員
三
輪
昭
江
さ
ん
ら
７
名
が
、
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
の
名
曲

「
ア
イ
ネ

・
ク
ラ
イ
ネ

・
ナ

ハ

ト
ム
ジ
ー
ク
」
や

「糸
」
な
ど
を
演
奏
し
、

マ

ン
ド
リ
ン
の
音
色
に
う

っ
と
り
、
あ

つ
と
い
う

間
に
全
８
曲
が
終
了
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
２
曲
も

演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
安
ら
ぎ

の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

リンアンサン

咀義下が

ユ

．一
時

請
演
会

▲
至
員
会
議
の
開
催

令
和
４
年
６
月
３０
日

（木
）
講
演
会
及
び
会
員

会
議
が
ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ
小
松
セ
ン
ト
レ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
小

松
警
察
署
の
西
村
昌

署
長
よ
り
、
「昨
今
の

特
殊
詐
欺
及
び
交
通

事
故
被
害
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
ご
講
演
頂

き
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
で
起
こ
り
う
る

特
殊
詐
欺
の
事
例
や

詐
欺
被
害
防
止
の
た

め
の
対
策
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
、
会
員
会
議
が

開
催
さ
れ
、
森
会
長
の
挨

拶
の
後
、
令
和
３
年
度
事

業
報
告
及
び
令
和
４
年
度

の
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
事
業
と
し
て
、

小
学
生
を
対
象
に

「税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
」
や
租
税
教
室
の
開

催
、
地
域
社
会
貢
献
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

"

「

≒

}
李

▼

視

察

研

修

一口同

永

見
方
面

令
和
４
年

１０
月
２７
日

（木
）
女
性
部
会
員

２４

名
が
参
加
し
、
高
岡

・

氷
見
方
面

へ
視
察
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
岡
市
鋳
物
資
料
館

を
見
学
、
初
期
の
鋳
物

技
術
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
鋳
物
製
品
、
多
種

多
様
な
造
型

・
鋳
物
用

具
な
ど
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
高
岡
鋳

物
の
歴
史
と
伝
統
を
学

び
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
金
屋
町
千
本
格
子
の
家
並
み
を
散
策
。

千
本
格
子
の
古
い
家
並
み
と
石
畳
が
調
和
し
た

風
情
あ
る
町
並
み
で
し
た
。

昼
食
は
、
富
山
湾
の
海
岸
沿
い
に
建

つ
民
宿

「す
が
た
」
で
新
鮮
な
海
鮮
料
理
を
頂
き
ま
し

た
。
当
日
は
お
天
気
が
良
く
、
青
い
海
と
立
山

連
峰
を

一
望
。
氷
見
番
屋
街
で
お
買
い
物
を
楽

し
み
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

ぶ
り
の
視
察
研
修
と

な
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

rittti≧_i._
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社
会
貢
献
活
動

老
人
施
設
に
ダ
オ
ル
・
消
壱
液
寄
贈

令
和
４
年
９
月

１５
日

（木
）
女
性
部
会
員
が

小
松
市
串
茶
屋
町
の
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「き
楽
な
里
」
を
社
会
貢
献
委
員

の
三
輪
昭
江

さ
ん
と
竹
田
て
る
子
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

と
し
て
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の

交
流
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
女
性
部
会
員
の
皆

様
が
持
ち
寄

っ
た
タ
オ
ル
や
消
毒
液
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
施
設
で
は
、

「タ
オ
ル
は
毎
日
使
う

も
の
な
の
で
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
喜
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

タ
オ
ル
　
　
３
０
０
枚

消
毒
液
　
　
５
つ
　
３
本

除
草
作
業
の
実
施

本
年
も
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
、

１０
月
１８
日

（火
）
に
女
性
部
会
員
ら
が
秋
の
除
草
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

除
草
作
業
は
毎
年
春
と
秋
の
２
回
、
小
松
市

・

加
賀
市

・
能
美
市
の
３
か
所
に
於
い
て
実
施
。

能
美
市
で
は
、
「高
坂

・
根
上
町
緑
を
守
る
会
」

の
会
員
の
方
々
と

一
緒
に
車
苅
機
や
竹
ぼ
う
き
で

落
ち
葉
を
集
め
る
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
松
市
、
加
賀
市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
小
松
駅

及
び
加
賀
温
泉
駅
周
辺
の
歩
道
や
花
壇
の
清
掃
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

租

税

教

室

小
学
６
年
生
の
児
童
を
対
象
と
し
た
租
税
教

室
を
７
月
８
日

（金
）
能
美
市
の
辰
口
中
央
小

学
校
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
女
性
部
会
員
が
務
め
、
租
税
教
育
用

ア
ニ
メ

「お
じ
い
さ
ん
の
赤
い
つ
ば
」
の
鑑
賞

や
税
金
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、
税
金
の
必
要

性
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国

・
県

。
市
で
ど
の
く
ら
い
の
税
金

が
集
ま

っ
て
い
る
の
か
、
税
金
の
使
い
道
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
身

近
な
と
こ
ろ
に
多
く
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
な
が
ら
も
、
税
金
の
大
切
さ
を
し

っ
か
り
理
解
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
児
童
に

一
億
円
の
レ
プ
リ
カ
で
実
際

の
重
さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
そ
の
重
さ
に
大

変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
租
税
教
室
は
、
芦
城
小
学
校
、
矢

田
野
小
学
校
で
も
実
施
し
ま
し
た
。

き楽な里

力8賀市

能美市
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1,428億円65兆円

石川県 能美市



拳
小
松
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

錦
械
小
学
校

出
山

琴
葉
さ
ん

小
松
法
人
会
長
賞

湯
野
小
学
校

宮
澤

輝
空
さ
ん

鍵
挙
令
和
４
年
度

表
彰
式

小
松
法
人
会
女
性
部
会
で
は
、
令
和
４
年
度

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。

二
市

一
町
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
募
集
を

し
た
と
こ
ろ
、

１５
校
か
ら
４
８
８
通
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
小
松
税
務
署
長
賞
、
小

松
法
人
会
長
賞
、
同
青
年
部
会
長
賞
、
同
女
性

部
会
長
賞
を
は
じ
め
特
別
賞
、
支
部
長
賞
２
名
、

優
秀
賞
４
名
、
入
選
１５
名
の
合
計
２６
名
の
受
賞

者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
租
税
教
育

活
動
の

一
環
と
し

て
、
小
学
６
年
生

を
対
象
に
税
の
大

切
さ
や
使
い
道
を

考
え
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

１１
月
５
日
（土
）

ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ

小
松
セ
ン
ト
レ
で

小
松
税
務
署
長
、

本
会
か
ら
正
副
会

長
、
青
年
部
会
長

が
出
席
し
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
松
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

湯
野
小
学
校

伏
見

優
花
さ
ん

小
松
法
人
会
能
美
支
部
長
賞

湯
野
小
学
校

大
森

智
乃
さ
ん

粟
生
小
学
校

柴
田

旺
佑
さ
ん

優
秀
賞

受
凸

貝

作
ロ
ロロ

小
松
税
務
署
長
賞

小
松
法
人
会

加
賀
支
部
長
賞

庄
小
学
校

森
井
　
花
さ
ん

優
秀
賞

錦
城
小
学
校

金
森
未
桜
さ
ん

一優
泰
各
貝
　
　
橘
小
学
校

砂
上

盲
本子
さ
ん

傷
黒
ｇ
貝
　

粟
生
小
学
校

藤
井

絆
那
さ
ん

辰
□
中
央
小
学
校

中
西

結
衣
さ
ん

」将
即
怒
貝
　
　
橘
小
学
校

小
川

瑠
璃
さ
ん
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学
校
教
育
図
書
を
三
市

一
町
へ
寄
贈

令
和
４
年
７
月
２２
日

（金
）
税
金
に
対
し
て
身
近
に
関
心
や

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
森
女
性
部
会
長
が
能
美
市

教
育
長
に

「知
ろ
う
学
ぼ
う
税
金
の
働
き
」
（全
２
巻
）
を
学
校

用
図
書
と
し
て
市
内
全
小
学
校
に
寄
贈
。
同
図
書
は
、
加
賀
市
、

小
松
市
、
川
北
町
の
全
小
学
校
に
も
寄
贈
し
ま
し
た
。

税
金
の
種
類
と
使
い
道
を
ま
ん
が
や
図
表
と
と
も
に
分
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｉ
Ｈ
ｉ
■
≡

≡
―
●
■

■
業
上
妻

令
和
４
年
４
月
１４
日

（木
）
第
１６
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ

ー
ラ
ム
静
岡
大
会
が
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
で
開
催
さ
れ
、
森
会

長
以
下
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
に
続
き
、
静
岡
県
連
の

各
女
性
部
会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
も
租
税
教
室
な
ど
の

税
の
啓
発
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

小松法人会女‖生部会は、会員企業の女性経営者や役員及び代表者の推薦する方ならどなたでも

入会することができます。(年会費5,000円 )

女性部会|よ、企業繁栄のため女性の豊かな感性と創造性を活かし、

各種研修会や視察研修、親陸交流を通じて会員の資質向上を図り

地域社会への貢献に努めています。

《連絡先》公益社団法人 」ヽ松法人会女性部会

〒923-0801小松市園田J二の 1」 (松商工会議所内

TEL 0761-24-2624 FA〉(0761-23-3825
E― rィla‖ :hou‐ koma① circus,ocn.ne.jp

おります
お待ちして

ご入会を
是より

令
和
３
年
度

「税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会

「税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

表
彰
式

（辰
□
中
央
小
学
校
）

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

小
松
税
務
署
長
講
演
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

（静
岡
大
会
）

春
の
除
草
作
業

（小
松

・
加
賀

・
能
美
）

県
女
連
協
正
副
会
長
会
議

プ
ル
タ
ブ
寄
贈

（小
松
市
社
会
福
祉
協

議
会
）

県
女
連
協
定
時
連
絡
協
議
会

（総
会
）

社
会
貢
献
委
員
会

小
松
警
察
署
長
請
演
会

会
員
会
議

租
税
教
室

（辰
□
中
央
小
学
校
）

研
修
委
員
会

い
ち
こ
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ラ
シ
配
布

学
校
教
育
図
書
寄
贈

（能
美
市
教
育
委

自貝
△ム
）

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「き
楽
な
里
」
タ
オ
ル

・
消
毒
液
寄
贈

租
税
教
室

（芦
械
小
学
校
）

加
賀
支
部
会
議

令
和
４
年
度

「税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会

秋
の
除
草
作
業

（小
松

・
加
賀

・
能
美
）

能
美
支
部
会
議

小
松
支
部
会
議

視
察
研
修

（高
岡

・
氷
見
）

令
和
４
年
度

「税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

広
報
編
集
会
議

租
税
教
室

（矢
田
野
小
学
校
）

正
副
会
長
会
議

３

月

９

日

１

月

１８
日

９

月

１５
日

1110101010
月 月 月 月 月
5 27252018
日 日 日 日 日

９

月

１６

日

１０

月

４

日

１０

月

５

日

１１
月

２‐
日

‐２
月

５
日

‐２
月

９
日

６

月

２０
日

６

月

２３
日

６

月

３０
日

６

月

３０
日

７

月
８

日

７

月

１３
日

７
月

１３
日

７
月

２２
日

３

月

１７
日

３

月

１７
日

４

月

１４
日

４

月

２６
日

４

月

２８
日

５
月

１９
日

壬
聟
動
覇
報
生
口
（令
和
４
年
１
月
～
１２
月
）
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社会保障関係費は今後も増えるのか

〔高齢化で増え続ける社会保障関係費 〕

0今後、高齢化はさらに進展し、いわゆる「団塊の世代」が 2022年には

後期高齢者である75歳以上となりはじめます。

●75歳以上になると、1人当たりの医療や介護の費用は急増することから

持続可能な社会保障制度を作るために残された時間はわずかです。

75歳以上人口の増加と1人当たり医療費・介護費

(出所)年齢階級別の人回は総務省「人□推計」、国立社会保障 。人日問題研究所「日本の将来推計人口 (平成29年 4月推計)」

(出生中位・死亡中位仮定)

国民医療費は厚生労働省「令和元年度国民医療費の概況」

介護費は、厚生労働省「介護給付費実態統計 (令和元年度)」 、総務省「人□推計」

(注)1人当たり国民医療費・介護費は、年齢階級別の国民医療費・介護費を人口で除して機械的に算出。

1人当たり国庫負担は、それぞれの年齢階層の国庫負担額を2019年時点の人口で除すなどにより機械的に算出。

「

年齢別の人口数

2019年

ヽ

2025年

65～74歳 吟

▲約243万人

1,740万人 1,497万人

約10年で75歳以上人口が急増。

医療 (2019年 )

1人当たり

国民医療費

1人当たり

国庫負担

介慶 (2019年 )

1人当たり

介護費

1人当たり

国庫負担

65～74歳 56.7万円 4.9万円8.0万円

_L約 4倍轟

1.3万円

以 約J.9倍國

75歳以上になると、

1人当たりの医療や介護の

費用が急増。

7

出典 (財務省 これからの日本のために財政を考える)



株
式
△石社

喜
水
苑
　
小
竹
　
清
美

皆
様
、
平
素
よ
り
喜
水
苑
を
ご
愛
顧
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
業
か
ら
百
年
余
り
川
北
町
で
鮮
魚

・
仕
出
し
か

ら
始
ま
り
、
現
在
は
飲
食
店

・
仕
出
し
業
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
年
八
月
に
料
亭
喜
水
苑
を
オ
ー
プ
ン
し
て

三
十
年
余
り
経
ち
、
お
店
の
老
朽
化
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
の
飲
食
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
息

子
夫
婦
が
改
装
い
た
し
ま
し
た
。

以
前
は
純
和
風
の
創
り
で
中
庭
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
和
モ
ダ
ン
な
空
間
に
変
わ
り
、
四
つ
の
違

っ
た

ス
タ
イ
ル
の
空
間
を
創
り
ま
し
た
。

感
染
対
策
を
考
慮
し
、
障
子
が
宙
吊
り
に
な
っ
た

よ
う
な
半
個
室
の
エ
リ
ア
で
二
名
様
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
カ
ウ
ン
タ
ー
席
を
設
け
、
懐
石
コ

ー
ス
の

一
～
二
品
を
常
設
さ
れ
た
鉄
板
で
お
客
様
の

目
の
前
で
お
肉
や
海
鮮
を
焼
い
た
り
、
こ
の
時
期
は

炭
火
で
焼
き
ガ

ニ
も
提
供
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
完
全
個
室
の
特
別
室
は
琉
球
畳
を
使
用
し

玄
関
も
別
に
設
け
、
直
接
お
部
屋
に
入
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。

大
広
間
は
最
大
四
十
名
様
ま
で
収
容
で
き
、
会
社

の
会
合
や
結
婚
式
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

平
日
は
お
昼
限
定
ラ
ン
チ
も
や
っ
て
お
り
ま
す
し
、

お
弁
当
な
ど
の
仕
出
し
料
理
も
ご
好
評
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

代
も
変
わ
り
私
の
息
子
夫
婦
も
頑
張

っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
、
気
楽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

れ ポ漂監人全

編
集
後
記

「ほ
ほ
笑
み
１８
号
」
を
発
行

す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
に
は

ご
協
力
、
ご
寄
稿
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
後
と
も
、
貴
重
な
ご
意

見
や
ご
希
望
を
お
聞
か
せ
頂

け
た
ら
幸
い
で
す
。

広
報
委
員
会

法人争につい て  お郷らで   をT,全 のq介   イベ ン ト  行事予定   インター年 フトtこ ナー

小松法人会のホームベージが
リニュ…アルしました H

ミ .田 。ち・
'42を

み 口,

法人会は

企業と社会の健全な発展に

貢献する団体です

′.■
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